
　東京都食品安全条例に基づき、食品の安全確保に関する施
策を総合的・計画的に推進するため、施策の方向や重ཁ事߲
について定めた計画です。
　ฏ成��೥の改定Ҏ߱、ϊロ΢イルスや௎管ग़݂性大௎ەに
よる食中ಟ、ِ૷表示、放射性物質の໰題など、食品の安全
に関する課題が生じています。
　このような課題や東京オリンピック・パラリンピックの開
催（ฏ成��೥度）も見据えたޙࠓの課題を整理し、施策をҰ
૚推進するため、推進計画を改定しました。

　都では、関係各局が連携し、食品の生産から消費にࢸる全ての段階で安全確保に取り組Μでいます。

東 京 都
食品安全
推進計画
平成27年度 ▶ 平成32年度
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生産から消費にࢸるす΂ての段階での安全確保

に基づく安全֬อ対策の推進ܞ࿈ہ֤

生産段階での
安全対策

環境に༝来する
安全対策

Էച市場での
安全対策

製造・輸入から消費に
る安全対策ࢸ

消費段階での
安全対策
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中ԝԷചࢢ৔ 生׆จԽہ

連携 連携連携連携

　環境中や農ச産物、ڕհྨ
などにؚまれるඍྔ化学物
質の調査を行い、環境からの
食品のԚછ実ଶを೺Ѳして
います。

　安全なச産物を供څする
ため、Ոசのපؾの検査や調
査などを行い、生産段階から
の食品の安全確保に取り組
Μでいます。

ہอ健ࢱ෱・ہڥ؀ 産ۀ࿑ಇہ ෱ࢱอ健ہ・中ԝԷചࢢ৔ 生׆จԽہ

　Էച市場など食品の流通の
点となる施設や、஍Ҭの営ڌ
業施設の監視指導を行い、都
内に流通する食品の安全確保
に取り組Μでいます。

　食品の安全に対する意ࣝ
の向上を図るため、都民が自
主的に学習する際の各छڭ
材や学習する場を提供して
います。

ඍྔԽֶ物質の
࣮ଶௐ査

Ոசのපؾ΍ප֐஬の
発生ঢ়گの೺Ѳ

都಺にྲྀ௨する
食品のࢹ؂

都ຽの自主的な
ֶशに対する支援

【μイオΩシンྨ土৕環境調査】
（گ料採取ঢ়ࢼ）

【ௗインフルエンβの検査】
（Ոச保健衛生所）

【Էച市場における監視指導】 【東京のがΜ͹る農業応援όスπアー】
（東京都消費者݄間事業）
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アドレス　 http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/jourei/keikaku_3.html
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　食品の安全に関する課題に対応するため、３つの「施策の柱」を定めました。また、東京都が推進している全ての食品安全確保施策のうち、特に重点的に取り組む11の施策を「重点
施策」として選定しました。食品安全条例の目的である「現在及び将来の都民の健康保護」を図るため、重点施策を中心に、推進計画を着実に実施していきます。

施策の柱

1 国際基準等を見据えた事業者による
安全確保の推進 情報収集や調査、監視指導等に基づく安全対策の推進

世界への情報発信、関係者による
相互理解と協力の推進

重点施策1 東京都エコ農産物認証制度の推進

　安全・安心で環境にやさしい農産物の生産を振興するため、東京
都エコ農産物の流通を促進し、消費者等に制度の普及と情報提供を
していきます。

【主な取組】
・環境に配慮した栽培技術の
　普及
・生産者や食品事業者、消費
　者への制度や認証マークの
　周知

東京都エコ農産物とは
土づくりの技術や化学合成
農薬と化学肥料削減の技術
を導入し、都の慣行使用基
準から化学合成農薬と化学
肥料を削減して作られる農
産物です。

重点施策4

重点施策6

食品安全情報評価委員会
による分析・評価

「健康食品」対策

　食品の安全に関する様々な情報を収集・分析
して科学的知見に基づいて評価し、その結果を
施策に反映することにより健康への悪影響を未
然に防止します。

　都民に広く利用されている「健康食品」の安
全を確保するとともに、正しい利用方法の普及
啓発を進め、「健康食品」による健康被害の防
止を図ります。

【主な取組】
・海外情報などの食品安全に関する情報の収集
・都民等への情報発信

【主な取組】
・市販品に対する監視指導
・リーフレットやホームページ
　などによる都民への普及啓発

重点施策2 国際規格と整合させた
食品衛生自主管理認証制度の推進

　食品衛生自主管理認証制度は、事業者が自主的に行っている衛生
管理の取組を、国際規格と整合させた基準に基づいて、民間の指定
審査事業者が認証する制度です。この制度を普及することにより、
事業者の取組を促進し、営業施設全体の衛生水準の向上を図ります。

【主な取組】
・「本部認証」や「特別認証」の
　活用による認証取得の促進
・自主的衛生管理段階的推進
　プログラムの普及 【認証マーク】

【あなたは大丈夫？健康食品利用中の体の不調】
（リーフレット）

重点施策3 国際基準であるHACCP導入支援

　HACCP（ハサップ）は、国連食糧農業機関（FAO）と世界保健機関
（WHO）の合同機関である食品規格 （コーデックス） 委員会によりガ
イドラインが示され、各国においてその採用が推奨されている国際的
に認められた衛生管理のシステムです。関係事業者への技術的支援な
どを通じ、HACCP導入のための支援を行います。

【主な取組】
・総合衛生管理製造過程承認施設等への技術的支援
・HACCP 導入型基準の周知及び技術的支援

施策の柱

2

施策の柱

3

重点施策5 輸入食品対策

　輸入食品に対する監視指導や検査を充実する
とともに、輸入事業者による自主管理の取組を
支援し、輸入食品の安全確保を図ります。

【主な取組】
・輸入食品の検査や専門監視班による監視の実施
・輸入事業者講習会の開催及び自主管理推進支援

【食品安全情報評価委員会】

重点施策9 食品中の放射性物質モニタリング検査結果等、
食品安全情報の世界への発信

　オリンピック・パラリンピックの開催を見据え、食品中の放射性物
質モニタリング検査結果をはじめとした都の取組など、食品の安全に
関する情報を世界へ向けて発信していきます。

【主な取組】
・放射性物質モニタリング検査結果等の情報提供
・食品安全情報の世界への発信

【都内流通食品の放射性物質検査結果について】（ホームページ）
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/ryuutuu/index.html

【食品表示の事例検討】
（適正表示推進者育成講習会）

【輸入食品の収去】

重点施策8 食品安全に関する健康危機管理体制の整備

　食品による大規模あるいは重大な健康被害の
発生やその発生が疑われる場合、迅速に被害の
拡大防止及びあらゆる可能性を考慮した再発防
止策を講じることができるよう危機管理体制を
充実します。

【主な取組】
・緊急時対応マニュアル等に
　基づく訓練の実施
・緊急時の情報の収集・発信

【WEB会議を活用した訓練】

重点施策7 法令・条例に基づく
適正表示の指導

　食品表示に関する制度改正を踏まえ、関係機
関や他自治体、関係各局と連携を図りながら、
相談・監視体制を整備し、適正表示を推進して
いきます。

【主な取組】
・食品表示法の施行に応じ

た相談・監視体制の整備
・食品表示の科学的検証や

適正表示推進者の育成

・食の安全都民フォーラムなど関係者によ
る活発な意見交換の実施
・ホームページなどによる分かりやすい情報

の提供

食品の安全確保のための施策（11の重点施策）
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-134
Cesium-134

-137
Cesium-137

2
Cesiumtotal

752 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tochigi Cow's milk Milk Ge (<0.4)
ND

(<0.5)
ND

(<0.9)
ND

753 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tokyo Composition modified milk Milk Ge (<0.5)
ND

(<0.6)
ND

(<1.1)
ND

754 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Iwate Skimmed milk Milk Ge (<0.7)
ND

(<0.6)
ND

(<1.3)
ND

755 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Gunma Composition modified milk Milk Ge (<0.6)
ND

(<0.8)
ND

(<1.4)
ND

756 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tokyo Milk drink Milk Ge (<0.7)
ND

(<0.3)
ND

(<1.0)
ND

757 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tokyo Fermented milk General foods NaI (<12)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

758 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Iwate
3.0%

Fermented milk drink General foods NaI (<11)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

759 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tokyo Fermented milk General foods NaI (<10)
ND

(<9)
ND

(<25)
ND

760 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Kanagawa Processed cheese General foods NaI (<11)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

761 2014/10/29 2014/11/5 Seller Tokyo Other food using milk, etc. as
principal ingredients General foods NaI (<10)

ND
(<9)

ND
(<25)

ND

762 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Miyagi Fresh fish and shellfish General foods NaI (<10)
ND

(<9)
ND

(<25)
ND

763 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Aomori Fresh fish and shellfish General foods NaI (<13)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

764 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Chiba Fresh fish and shellfish General foods NaI (<12)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

765 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Aomori Fresh fish and shellfish General foods NaI (<13)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

766 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Miyagi Raw consumption oysters General foods NaI (<11)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

767 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Niigata
( )

Fungi General foods NaI (<12)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

768 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Chiba Other fresh vegetable General foods NaI (<11)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

769 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Nagano
( )

Fungi General foods NaI (<13)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

770 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Niigata
( )

Fungi General foods NaI (<13)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

771 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Gunma
( )

Fungi General foods NaI (<10)
ND

(<9)
ND

(<25)
ND

772 2014/11/6 2014/11/7 Manufacturer Iwate Pickled vegetable General foods NaI (<9)
ND

(<8)
ND

(<25)
ND

Inspectio
n

instrume
nt

( Bq/Kg)

Notes
Radioactivecesium

<Methods>
1 2 2

No Sampling date Results obtained
date

Farmer/Manufacturer/
Seller/Importer Location Classification

1
Category

: Exceed base line level

26 11 11

< >
No

< >

Levels of radioactive contaminants in marketed food in Tokyo
About data

: Newly identified data

重点施策10 食品の安全に関する
リスクコミュニケーションの推進

　都、都民、事業者がそれぞれの取組について相互に理解を深められ
るよう、食品の安全に関するリスクコミュニケーションを推進します。

【主な取組】

【食の安全都民フォーラム】
（パネルディスカッション）

・食品の製造・調理段階でのアレルギー物質混入防
止に向けた技術指導
・学校、保育所、幼稚園等におけるアレルギー疾患

の相談、緊急時対応等に係る人材の育成

重点施策11 総合的な食物アレルギー対策の推進

　食品へのアレルギー物質混入防止の技術指導やアレルギー表示の適
正化を推進するとともに、食物アレルギーの相談や緊急時対応等に係
る人材の育成を支援し、食物アレルギーを持つ人が安心して生活でき
る環境づくりを進めます。

【主な取組】

【食物アレルギー緊急時対応マニュアル】

心肺蘇生を行う

エピペン®が2本以上ある場合

反応がなく
呼吸がない 反応がなく

呼吸がない

ない

エピペン®を使用し10～
15分後に症状の改善が
見られない場合、次のエピ
ペン®を使用する

保健室または、安静に
できる場所へ移動する

アレルギー症状への対応の手順

緊急時に備えるために 食物アレルギー緊急時対応マニュアル食物アレルギー緊急時対応マニュアル

ある

原因食物を
食べた

原因食物に
触れた

アレルギー
症状がある

（食物の関与が
          疑われる） （可能性を含む） （可能性を含む）

発見者が行うこと
① 子供から目を離さない、ひとりにしない
② 助けを呼び、人を集める
③ エピペン®と内服薬を持ってくるよう指示する

① ただちにエピペン®を使用する

② 救急車を要請する(119番通報)

③ その場で安静にする

④ その場で救急隊を待つ

⑤ 可能なら内服薬を飲ませる

緊急性が高いアレルギー症状はあるか？
5分以内に判断する

全身の症状
　・意識がない
　・意識もうろう
　・ぐったり
　・尿や便を漏らす
　・脈が触れにくい
　・唇や爪が青白い

呼吸器の症状　
　・声がかすれる
　・犬が吠えるような咳
　・のどや胸が締め付けられる
　・咳
　・息がしにくい
　・ゼーゼー、ヒューヒュー

消化器の症状
　・腹痛
　・吐き気・おう吐
　・下痢

皮膚の症状
　・かゆみ
　・じんま疹
　・赤くなる

顔面 ･目 ･口 ･鼻の症状
　・顔面の腫れ
　・目のかゆみや充血、まぶたの腫れ
　・くしゃみ、鼻水、鼻づまり
　・口の中の違和感、唇の腫れ

アレルギー症状

内服薬を飲ませる

5分ごとに症状を観察し
症状チェックシートに従い
判断し、対応する
緊急性の高いアレルギー症
状の出現には特に注意する

2013 年　7 月版

※ 各種ガイドライン
・「食物アレルギー対応ガイドブック」（平成 22 年　東京都福祉保健局発行）

・「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」（平成 23 年　厚生労働省発行）

・「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」（平成 20 年　財団法人日本学校保健会発行）

この食物アレルギー緊急時対応マニュアルは 
(http://www.tokyo-eiken.go.jp/kj_kankyo/allergy/to_public/) よりダウンロードできます。

平成25年7月発行　　　登録番号（25）　5　
【監　　 修】　東京都アレルギー疾患対策検討委員会
【編集・協力】　東京都立小児総合医療センター アレルギー科　 
　　　　　  　東京消防庁・東京都教育委員会

【発　　 行】　東京都健康安全研究センター 企画調整部健康危機管理情報課
　　　　　　 電話　03（3363）3487
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「誘導」「誘導」

こっちです

エピペン®エピペン®

「準備」「準備」

119
「連絡」「連絡」 「その他」

他児の対応
「その他」
他児の対応

「管理・監督者」「管理・監督者」

「観察」「観察」

どうしたの？
大丈夫？

マニュアルマニュアル

保護者
への連絡

本マニュアルの利用にあたっては、下記の点にご留意ください。
☆ 保育所・幼稚園・学校では、食物アレルギー対応委員会を設置してください。
☆ 教員・職員の研修計画を策定してください。東京都等が実施する研修を受講し、各種ガイドライン※

を参考として校内・施設内での研修を実施してください。
☆ 緊急対応が必要になる可能性がある人を把握し、生活管理指導表や取組方針を確認するととも

に、保護者や主治医からの情報等を職員全員で共有してください。
☆ 緊急時に適切に対応できるように、本マニュアルを活用して教員・職員の役割分担や運用方法を

決めておいてください。
☆ 緊急時にエピペン®、内服薬が確実に使用できるように、管理方法を決めてください。
☆ 「症状チェックシート」は複数枚用意して、症状を観察する時の記録用紙として使用してください。
☆ エピペン ®や内服薬を処方されていない（持参していない）人への対応が必要な場合も、基本的

には「アレルギー症状への対応の手順」に従って判断してください。その場合、「エピペン ®使用」
や「内服薬を飲ませる」の項は飛ばして、次の項に進んで判断してください。

心肺蘇生とAEDの手順Ｅ エピペン®の使い方Ｃ

エピペン®の使い方Ｃ

症状チェックシートＦ

救急要請のポイントＤ

緊急性の判断と対応 B-2参照B

緊急性の判断と対応 B-1参照B

施設内での役割分担Ａ



　食品の安全に関する課題に対応するため、３つの「施策の柱」を定めました。また、東京都が推進している全ての食品安全確保施策のうち、特に重点的に取り組む11の施策を「重点
施策」として選定しました。食品安全条例の目的である「現在及び将来の都民の健康保護」を図るため、重点施策を中心に、推進計画を着実に実施していきます。

施策の柱

1 国際基準等を見据えた事業者による
安全確保の推進 情報収集や調査、監視指導等に基づく安全対策の推進

世界への情報発信、関係者による
相互理解と協力の推進

重点施策1 東京都エコ農産物認証制度の推進

　安全・安心で環境にやさしい農産物の生産を振興するため、東京
都エコ農産物の流通を促進し、消費者等に制度の普及と情報提供を
していきます。

【主な取組】
・環境に配慮した栽培技術の
　普及
・生産者や食品事業者、消費
　者への制度や認証マークの
　周知

東京都エコ農産物とは
土づくりの技術や化学合成
農薬と化学肥料削減の技術
を導入し、都の慣行使用基
準から化学合成農薬と化学
肥料を削減して作られる農
産物です。

重点施策4

重点施策6

食品安全情報評価委員会
による分析・評価

「健康食品」対策

　食品の安全に関する様々な情報を収集・分析
して科学的知見に基づいて評価し、その結果を
施策に反映することにより健康への悪影響を未
然に防止します。

　都民に広く利用されている「健康食品」の安
全を確保するとともに、正しい利用方法の普及
啓発を進め、「健康食品」による健康被害の防
止を図ります。

【主な取組】
・海外情報などの食品安全に関する情報の収集
・都民等への情報発信

【主な取組】
・市販品に対する監視指導
・リーフレットやホームページ
　などによる都民への普及啓発

重点施策2 国際規格と整合させた
食品衛生自主管理認証制度の推進

　食品衛生自主管理認証制度は、事業者が自主的に行っている衛生
管理の取組を、国際規格と整合させた基準に基づいて、民間の指定
審査事業者が認証する制度です。この制度を普及することにより、
事業者の取組を促進し、営業施設全体の衛生水準の向上を図ります。

【主な取組】
・「本部認証」や「特別認証」の
　活用による認証取得の促進
・自主的衛生管理段階的推進
　プログラムの普及 【認証マーク】

【あなたは大丈夫？健康食品利用中の体の不調】
（リーフレット）

重点施策3 国際基準であるHACCP導入支援

　HACCP（ハサップ）は、国連食糧農業機関（FAO）と世界保健機関
（WHO）の合同機関である食品規格 （コーデックス） 委員会によりガ
イドラインが示され、各国においてその採用が推奨されている国際的
に認められた衛生管理のシステムです。関係事業者への技術的支援な
どを通じ、HACCP導入のための支援を行います。

【主な取組】
・総合衛生管理製造過程承認施設等への技術的支援
・HACCP 導入型基準の周知及び技術的支援

施策の柱

2

施策の柱

3

重点施策5 輸入食品対策

　輸入食品に対する監視指導や検査を充実する
とともに、輸入事業者による自主管理の取組を
支援し、輸入食品の安全確保を図ります。

【主な取組】
・輸入食品の検査や専門監視班による監視の実施
・輸入事業者講習会の開催及び自主管理推進支援

【食品安全情報評価委員会】

重点施策9 食品中の放射性物質モニタリング検査結果等、
食品安全情報の世界への発信

　オリンピック・パラリンピックの開催を見据え、食品中の放射性物
質モニタリング検査結果をはじめとした都の取組など、食品の安全に
関する情報を世界へ向けて発信していきます。

【主な取組】
・放射性物質モニタリング検査結果等の情報提供
・食品安全情報の世界への発信

【都内流通食品の放射性物質検査結果について】（ホームページ）
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/ryuutuu/index.html

【食品表示の事例検討】
（適正表示推進者育成講習会）

【輸入食品の収去】

重点施策8 食品安全に関する健康危機管理体制の整備

　食品による大規模あるいは重大な健康被害の
発生やその発生が疑われる場合、迅速に被害の
拡大防止及びあらゆる可能性を考慮した再発防
止策を講じることができるよう危機管理体制を
充実します。

【主な取組】
・緊急時対応マニュアル等に
　基づく訓練の実施
・緊急時の情報の収集・発信

【WEB会議を活用した訓練】

重点施策7 法令・条例に基づく
適正表示の指導

　食品表示に関する制度改正を踏まえ、関係機
関や他自治体、関係各局と連携を図りながら、
相談・監視体制を整備し、適正表示を推進して
いきます。

【主な取組】
・食品表示法の施行に応じ

た相談・監視体制の整備
・食品表示の科学的検証や

適正表示推進者の育成

・食の安全都民フォーラムなど関係者によ
る活発な意見交換の実施
・ホームページなどによる分かりやすい情報

の提供

食品の安全確保のための施策（11の重点施策）

15:00

-134
Cesium-134

-137
Cesium-137

2
Cesiumtotal

752 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tochigi Cow's milk Milk Ge (<0.4)
ND

(<0.5)
ND

(<0.9)
ND

753 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tokyo Composition modified milk Milk Ge (<0.5)
ND

(<0.6)
ND

(<1.1)
ND

754 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Iwate Skimmed milk Milk Ge (<0.7)
ND

(<0.6)
ND

(<1.3)
ND

755 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Gunma Composition modified milk Milk Ge (<0.6)
ND

(<0.8)
ND

(<1.4)
ND

756 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tokyo Milk drink Milk Ge (<0.7)
ND

(<0.3)
ND

(<1.0)
ND

757 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tokyo Fermented milk General foods NaI (<12)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

758 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Iwate
3.0%

Fermented milk drink General foods NaI (<11)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

759 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Tokyo Fermented milk General foods NaI (<10)
ND

(<9)
ND

(<25)
ND

760 2014/10/29 2014/11/5 Manufacturer Kanagawa Processed cheese General foods NaI (<11)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

761 2014/10/29 2014/11/5 Seller Tokyo Other food using milk, etc. as
principal ingredients General foods NaI (<10)

ND
(<9)

ND
(<25)

ND

762 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Miyagi Fresh fish and shellfish General foods NaI (<10)
ND

(<9)
ND

(<25)
ND

763 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Aomori Fresh fish and shellfish General foods NaI (<13)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

764 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Chiba Fresh fish and shellfish General foods NaI (<12)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

765 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Aomori Fresh fish and shellfish General foods NaI (<13)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

766 2014/10/29 2014/11/5 Sampling point Miyagi Raw consumption oysters General foods NaI (<11)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

767 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Niigata
( )

Fungi General foods NaI (<12)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

768 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Chiba Other fresh vegetable General foods NaI (<11)
ND

(<10)
ND

(<25)
ND

769 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Nagano
( )

Fungi General foods NaI (<13)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

770 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Niigata
( )

Fungi General foods NaI (<13)
ND

(<11)
ND

(<25)
ND

771 2014/10/29 2014/11/5 Farmer Gunma
( )

Fungi General foods NaI (<10)
ND

(<9)
ND

(<25)
ND

772 2014/11/6 2014/11/7 Manufacturer Iwate Pickled vegetable General foods NaI (<9)
ND

(<8)
ND

(<25)
ND

Inspectio
n

instrume
nt

( Bq/Kg)

Notes
Radioactivecesium

<Methods>
1 2 2

No Sampling date Results obtained
date

Farmer/Manufacturer/
Seller/Importer Location Classification

1
Category

: Exceed base line level

26 11 11

< >
No

< >

Levels of radioactive contaminants in marketed food in Tokyo
About data

: Newly identified data

重点施策10 食品の安全に関する
リスクコミュニケーションの推進

　都、都民、事業者がそれぞれの取組について相互に理解を深められ
るよう、食品の安全に関するリスクコミュニケーションを推進します。

【主な取組】

【食の安全都民フォーラム】
（パネルディスカッション）

・食品の製造・調理段階でのアレルギー物質混入防
止に向けた技術指導
・学校、保育所、幼稚園等におけるアレルギー疾患

の相談、緊急時対応等に係る人材の育成

重点施策11 総合的な食物アレルギー対策の推進

　食品へのアレルギー物質混入防止の技術指導やアレルギー表示の適
正化を推進するとともに、食物アレルギーの相談や緊急時対応等に係
る人材の育成を支援し、食物アレルギーを持つ人が安心して生活でき
る環境づくりを進めます。

【主な取組】

【食物アレルギー緊急時対応マニュアル】

心肺蘇生を行う

エピペン®が2本以上ある場合

反応がなく
呼吸がない 反応がなく

呼吸がない

ない

エピペン®を使用し10～
15分後に症状の改善が
見られない場合、次のエピ
ペン®を使用する

保健室または、安静に
できる場所へ移動する

アレルギー症状への対応の手順

緊急時に備えるために 食物アレルギー緊急時対応マニュアル食物アレルギー緊急時対応マニュアル

ある

原因食物を
食べた

原因食物に
触れた

アレルギー
症状がある

（食物の関与が
          疑われる） （可能性を含む） （可能性を含む）

発見者が行うこと
① 子供から目を離さない、ひとりにしない
② 助けを呼び、人を集める
③ エピペン®と内服薬を持ってくるよう指示する

① ただちにエピペン®を使用する

② 救急車を要請する(119番通報)

③ その場で安静にする

④ その場で救急隊を待つ

⑤ 可能なら内服薬を飲ませる

緊急性が高いアレルギー症状はあるか？
5分以内に判断する

全身の症状
　・意識がない
　・意識もうろう
　・ぐったり
　・尿や便を漏らす
　・脈が触れにくい
　・唇や爪が青白い

呼吸器の症状　
　・声がかすれる
　・犬が吠えるような咳
　・のどや胸が締め付けられる
　・咳
　・息がしにくい
　・ゼーゼー、ヒューヒュー

消化器の症状
　・腹痛
　・吐き気・おう吐
　・下痢

皮膚の症状
　・かゆみ
　・じんま疹
　・赤くなる

顔面 ･目 ･口 ･鼻の症状
　・顔面の腫れ
　・目のかゆみや充血、まぶたの腫れ
　・くしゃみ、鼻水、鼻づまり
　・口の中の違和感、唇の腫れ

アレルギー症状

内服薬を飲ませる

5分ごとに症状を観察し
症状チェックシートに従い
判断し、対応する
緊急性の高いアレルギー症
状の出現には特に注意する

2013 年　7 月版

※ 各種ガイドライン
・「食物アレルギー対応ガイドブック」（平成 22 年　東京都福祉保健局発行）

・「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」（平成 23 年　厚生労働省発行）

・「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」（平成 20 年　財団法人日本学校保健会発行）

この食物アレルギー緊急時対応マニュアルは 
(http://www.tokyo-eiken.go.jp/kj_kankyo/allergy/to_public/) よりダウンロードできます。

平成25年7月発行　　　登録番号（25）　5　
【監　　 修】　東京都アレルギー疾患対策検討委員会
【編集・協力】　東京都立小児総合医療センター アレルギー科　 
　　　　　  　東京消防庁・東京都教育委員会

【発　　 行】　東京都健康安全研究センター 企画調整部健康危機管理情報課
　　　　　　 電話　03（3363）3487

3年2組

「誘導」「誘導」

こっちです

エピペン®エピペン®

「準備」「準備」

119
「連絡」「連絡」 「その他」

他児の対応
「その他」
他児の対応

「管理・監督者」「管理・監督者」

「観察」「観察」

どうしたの？
大丈夫？

マニュアルマニュアル

保護者
への連絡

本マニュアルの利用にあたっては、下記の点にご留意ください。
☆ 保育所・幼稚園・学校では、食物アレルギー対応委員会を設置してください。
☆ 教員・職員の研修計画を策定してください。東京都等が実施する研修を受講し、各種ガイドライン※

を参考として校内・施設内での研修を実施してください。
☆ 緊急対応が必要になる可能性がある人を把握し、生活管理指導表や取組方針を確認するととも

に、保護者や主治医からの情報等を職員全員で共有してください。
☆ 緊急時に適切に対応できるように、本マニュアルを活用して教員・職員の役割分担や運用方法を

決めておいてください。
☆ 緊急時にエピペン®、内服薬が確実に使用できるように、管理方法を決めてください。
☆ 「症状チェックシート」は複数枚用意して、症状を観察する時の記録用紙として使用してください。
☆ エピペン ®や内服薬を処方されていない（持参していない）人への対応が必要な場合も、基本的

には「アレルギー症状への対応の手順」に従って判断してください。その場合、「エピペン ®使用」
や「内服薬を飲ませる」の項は飛ばして、次の項に進んで判断してください。

心肺蘇生とAEDの手順Ｅ エピペン®の使い方Ｃ

エピペン®の使い方Ｃ

症状チェックシートＦ

救急要請のポイントＤ

緊急性の判断と対応 B-2参照B

緊急性の判断と対応 B-1参照B

施設内での役割分担Ａ



　東京都食品安全条例に基づき、食品の安全確保に関する施
策を総合的・計画的に推進するため、施策の方向や重ཁ事߲
について定めた計画です。
　ฏ成��೥の改定Ҏ߱、ϊロ΢イルスや௎管ग़݂性大௎ەに
よる食中ಟ、ِ૷表示、放射性物質の໰題など、食品の安全
に関する課題が生じています。
　このような課題や東京オリンピック・パラリンピックの開
催（ฏ成��೥度）も見据えたޙࠓの課題を整理し、施策をҰ
૚推進するため、推進計画を改定しました。

　都では、関係各局が連携し、食品の生産から消費にࢸる全ての段階で安全確保に取り組Μでいます。

東 京 都
食品安全
推進計画
平成27年度 ▶ 平成32年度

֓ཁ൛

৯඼҆શਪਐܭըͱ͸ʁ

৯඼ͷ҆શ֬อରࡦͷମܥ

土৕・水・大ؾ 生　産 輸入・製造 流　通 消　費

生産から消費にࢸるす΂ての段階での安全確保

に基づく安全֬อ対策の推進ܞ࿈ہ֤

生産段階での
安全対策

環境に༝来する
安全対策

Էച市場での
安全対策

製造・輸入から消費に
る安全対策ࢸ

消費段階での
安全対策

ہڥ؀ 産ۀ࿑ಇہ

෱ࢱอ健ہ

中ԝԷചࢢ৔ 生׆จԽہ

連携 連携連携連携

　環境中や農ச産物、ڕհྨ
などにؚまれるඍྔ化学物
質の調査を行い、環境からの
食品のԚછ実ଶを೺Ѳして
います。

　安全なச産物を供څする
ため、Ոசのපؾの検査や調
査などを行い、生産段階から
の食品の安全確保に取り組
Μでいます。

ہอ健ࢱ෱・ہڥ؀ 産ۀ࿑ಇہ ෱ࢱอ健ہ・中ԝԷചࢢ৔ 生׆จԽہ

　Էച市場など食品の流通の
点となる施設や、஍Ҭの営ڌ
業施設の監視指導を行い、都
内に流通する食品の安全確保
に取り組Μでいます。

　食品の安全に対する意ࣝ
の向上を図るため、都民が自
主的に学習する際の各छڭ
材や学習する場を提供して
います。

ඍྔԽֶ物質の
࣮ଶௐ査

Ոசのපؾ΍ප֐஬の
発生ঢ়گの೺Ѳ

都಺にྲྀ௨する
食品のࢹ؂

都ຽの自主的な
ֶशに対する支援

【μイオΩシンྨ土৕環境調査】
（گ料採取ঢ়ࢼ）

【ௗインフルエンβの検査】
（Ոச保健衛生所）

【Էച市場における監視指導】 【東京のがΜ͹る農業応援όスπアー】
（東京都消費者݄間事業）

ըͷશจ͸ɺϗʔϜϖʔδ΍͓ۙ͘ͷอ݈ॴͰӾཡͰ͖·͢ɻܭ
アドレス　 http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/jourei/keikaku_3.html
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